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The ro~e of collagen arrangement change during tendon healing 









































受傷後 14Bになると、 D点で修復部内に軸走化が始まり、それにより 2種類の線維は絡み合い、重なり合
いが生じた。臆断端近傍では軸走化は外層部から中核方向へ進行した。
(考察)
アルカリ・水浸軟・走査電顕法は皮膚の告IJ傷治癒の分野で有用性が報告されているが、!健の治癒の観察にこ
の方法を用いたのは、我々の研究が初めてであり、!健の線維性構造の観察に有用であった。線維は機械的刺
激の方向に変化するといわれており、我々の結果は修復部内での張力の分布を示すものである。また、剥l走
化は縫の接合、修復部とパラテノンとの分離に寄与していると思われた。本実験では力学試験をはじめとす
る定量的な評価を行っていないが、今後の課題である。
審査の結果の要旨
鍵の治癒において線維構造が再構築してし、く過程は、非常に重要である。本研究はアルカ 1).水浸軟・走
査電顕法により線維の再構築を検討したもので、臆断端中央部では受傷後 14B自に中核部 (A点)より斡
走化が起こり、臆断端近傍部では受傷後 14日自に外層部 (D点)より軸走化が起こることを示した。これ
らは大切な所見であり、実際の臨床にあたり縫治癒を良好にするための方法を考案する重要な根拠になるも
のと高く評価される。
平成25年1月21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
なお、学力の確認は、人間総合科学研究科学位論文審査等実施細則第 11条を適用し免除とした。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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